




A methodological Study on Housing-culture (Part I) 















































































1.神棚 2.仏壇 3 いろり 4暖炉 5.応援セット
6.大テープル 7.床の間 8.畳 9.天窓 10.吹抜け
1 縁側 12.ぬれ縁 13 テラス 14 ベランダ
15.ホームパー 16.ホビールーム 17.プレイルーム
18.茶屋 19.築山 20.芝生 21.藤棚 22 生け垣
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持 一戸建て
。。4 4 9 4 
家 集中合高住層宅 。。 l 。。
28 テラスノ、ウス 。。。5 。。タウンハウス
一戸建て 。1 。1 。
借 集中合高住層宅 1 16 。。。。
家 テラスハウス l 。。。。。タウンハウス
30 文化住宅
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長屋 Q 2 2 。2 
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第l因子 第2因子 第3因子 第4因子院5因子第6因子
吹彼け 畳 塀 床の間 築山 大テ ブール
テラス 縁側j 茶室 仏壇 藤棚
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岡田他;t主文化研究
3・3 外観認織 よると 1グループ(独立続き間座敷志向)は他グルー
被験者に4枚の'EJ.J!(図2)を呈示し，形容;luJ対8対 プに比べて写生.'!2の「なじみやすさJr評価性」の因子
(図1)，7段階評価のSD法による調査を行った。図l 得点が低くなっている。 5グループ(特大リピンク志向)
に示すように，形容詞対を変数にした因子分析を行った は写兵 1，写真4の 「評価性」は低いが，写真2では若
結果，前述の調査結果け， .とほぼ同様の因子が得られ 干高くなっている。 4グループ(独立和室+大リビング
た。 志向)は他グループに比べてきわだった特徴はみられな
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元~ 第I因子 第2図子 第3因子第5因子
l独立続き間座敷 4 1 l 
2居間連続続き間座敷 2 4 1 
3独立和室+居間連緩和室 3 4 1 
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。 会学術講演梗続集J(1987. 10) 
(昭和田年10月1日受理)
Summary 
This study is a survey that (1) the evaluation of impressions of exterior form， (2) the inclination of the connection 
between public space and private space (3) the inclination of 6 plan types， (4) the selectivity of languages of exterior 
and inteior element. 
As the result of the factor analysis， some patterns are extracted by three methods that the inclination of plan type， 
the selectivity of languages of exterior and interior element and the evaluation of exterior forms. 
(7) 
